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1　は　じ　め　に

宮城県北部の沿岸地帯は，いわゆるヤマセ気象の影響を

強く受ける地帯であり，特に6－7月の低温と日照不足に

ょり桑の生育が停帯遅延し，桑糞の生産が不安定となり養

蚕経営上支障をきたしている現状にある。このような気象

条件を克服し桑葉の安定多収を図るためには，耐冷性桑品

種の育成等の対応技術を確立することが必要であるが，こ

こではヤマセ地帯に適応した桑の仕立及び収穫法の一例に

ついて検討したので，その概要を報告する。

2　試　験　方　法

試験場所は志津川町戸倉地区の海岸に隣接した，ヤマセ

の影響を強く受ける桑園で，昭和57年～59年の3年間にわ

たって試験を実施した。仕試桑園の概況は，昭和55年植付

け，桑品種は改良鼠返，載積距離2．4×0．7〝－（595本／

10α），準硬質受蝕土の植壌土で，施肥量は108当たり粒

状固形肥料（N：10，P205：4，K20：4％）300

表1　桑収量調査

砂を春6：夏4の割合で施用し，その他の肥培管理は当場

の慣行法によった。

植付3年目に当たる昭和57年の3月に試験区として，①

高根刈挙式仕立・輪収法（一春一夏）を対照に，⑧高根刈

無挙式仕立・交互法，⑧怯幹仕立・交互法の3区を設定し，

3年間技粂構成及び収穫量調査を実施した。構幹仕立は1

株から古粂2本を株間両方へできるだけ地面と水平になる

よう曲げ込み，交叉部分を鉢金で固定しその高さは地上か

ら30〝程度とした。

3　結果及び考察

調査1年目（昭和57年）は6月下旬と8月上旬の2回に

わたって台風があり，その被害によって特に槙幹仕立区が

輪収法区（春切，夏切の平均）に比べ65％と大幅な収量減

となった。これは輸収法区では春切区は被害を受けたが夏

切区はほとんど被害を受けなかったのに対し，境幹仕立区

では横幹部がl年目でまだ細く，発生した枝条も弱かった

ため，強風による枝条の倒伏，折損等の被害を最も大きく

（新梢葉豊中／108）

区　　　　 別 昭　 5 7 昭　 5 8 昭　 5 9 3 か 年合 計 習 品 品

春　 切 7 4 2 10 8 5 56 5 2 3 92 16 50
藷 根 裂 拳 孟 夏 切　　平 均

14 7 9 1 48 1 1 5 12 4 47 2 2 9 9 3

1 1 1 1（1 00 ） 1 28 3 （10 0 ） 10 39 （1 0 0 ） 3 4 3 2 （10 0 ） 2 3 2 2 （100 ）

26 6 5 （1 1 5）高根 刈無 挙 式 ・交 互 法 10 19 （ 9 2） 1 50 0 （1 17 ） 1 1 6 5 （1 12 ） 3 6 8 4 （1 0 7）

構 幹 仕 立 ・交 互 法 7 20 （ 6 5） 13 1 3 （10 2 ） 11 24 （10 8 ） 3 15 7 （ 9 2） 24 37 （10 5）

注．（）内は指数。

表2　台風被害後における縮葉細菌病の発生状況
（昭和57年）

区　　　　　　 別
10株 当 た
り枝 集散

（本 ）

発 病
讐 警

被 害 率

（％）

高 根 刈 拳 式仕 立 （春 切 ） 10 4 2 3 2 2．1

高 根 刈無 挙 式仕 立 （交互 法 ） 11 7 2 4 2 0．5

横　 幹　 仕　 立 （交 互法 ） 1 1 2 3 5 3 1．2

注 ． 日　 調査 月 日　 7 月 20 日 （ 6 月 27 日台風 5 号通 過 ）

21調査枝条は，わい小枝，槙が技を除く有効枝

粂とし，発病枝条とは，薫部のみでなく枝条ま
で被害を受たもの（重症枝条）を対象とした○

受け，更にその後発生した縮菓細菌病の被害も地区に比べ

約10％前後多くなったことにより収量の減少につながった

ものと思われた。また，無挙式交互法区においても春切の

ため被害を受け年間収量は92％とやや減少した。

2年目（58年）は前年の台風被害の影響が春蚕期まで残

り境幹仕立区では無挙式交互法区に比べ56％の収量減とな

ったが，その後は気象条件も良好で噸詞に生育し，初秋，

晩秋委期とも輪収法区の収量を上回り，年合計収量では接

幹仕立区はやや増収（102％）まで回復し，無拳式交互法

区では17％増収した。

3年目（59年）は春先の低温と夏期の干ばつという異常
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気象の影響で各区とも一様に生育はやや不良であったが，

その中でも無挙式交互法区で12％，槙幹仕立区で8％それ

ぞれ増収した。

3か年合計収量では1年日の台風被害による収量減の影

響で横幹仕立区でやや減少（92％）となったが，1年目を

除いた2か年合計では輪収法区に比べ無挙式交互法区で15

％，構幹仕立区で5％それぞれ増収となった。槙幹仕立区

では1年目の台風被害による大幅減収にもかかわらず2年

表3　収穫枝条調査（昭和59年）

目102％，3年目10梢と対照区に比較して収量が増加の傾

向にあり，今後更に収量の増加が期待できるものと思われた。

蛋期別の収穫枝粂調査では2，3年目とも無挙式交互法

及び墳幹仕立区の株当たり総条長が春蚕期を除き長くなっ

ており，特に晩秋姦期では大きく上回り年間の収量増加に

つながったものと思われた。なお，新梢彙量割合は各区間

に差は認められなかった。

枝　 集　 散 （本 ） 枝　 条　 長 （甜 ）

春 初 鋲 晩　 秋 春 初　 秋 晩　 秋 春 初　 秋

－ 1 7．1

2 3．5

7．8 － 5 8 4 6 － 9．9 2

1 1．9 7．6 6 5 － 3 6 7．7 4 －

3．1 8．9 7 4 6 0 4 5 2 ．2 9 1 4．1 0

3．0 1 7．3 7．5 6 6 5 7 6 4 1．9 8 9．8 6

注．収穫方法　春切：初秋間引，晩秋90（¶残し中間伐採
夏切：春株元伐採，晩秋40珊残し中間伐採
交互法‥春収穫枝株元伐採．初秋間引，晩秋90用残し中間伐採

4　ま　　と　　め

本試験は3年間の限られた調査期間のため，より正確な

資料を得るためには，更に調査を継続する必要があるが，

今回の調査からはヤマセ地帯においては高根刈無挙式仕立

交互法はやや手間のかかる仕立収穫法ではあるが，安定し

た桑彙生産を図れる有効な技術であることが確認された。

また，横幹仕立においても年々構幹部が太くなるに従い，

枝条数も増加し収量も安定して確保できることが期待され

るので，今後交互法以外の簡易な収穫方法等を検討するこ

とにより，有効な技術となり得る可能性のある仕立法であ

ると思われた。
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図1等緯度地区における平均気温
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